



































 カリフォルニア州の公立学校では、キンダーから 12 学年に在籍する児童生徒の約五分
の一に当たる 120 万人ほどが、英語の能力が十分でない英語学習者（English Learners: 
EL）である(2)。こうした児童生徒に対応するため、1998 年に教員免許法が改正され
（SB2042）(3)、すべての教員免許取得志願者に、英語学習者のための「英語能力向上
（English Language Development: ELD）」と「英語による特別教科教育（Specially 
Designed Academic Instruction in English: SDAIE）」の教授資格が求められるようにな
った。ELDとは、英語学習者の英語の聞く技能、話す技能、読む技能、書く技能を向上さ
せるために特別に考案された授業で、第二言語としての英語（English as a Second 
Language: ESL）、英語以外の言語話者への英語教育（Teaching English to Speakers of 



























・「カリフォルニアの英語学習者のための教員（California Teachers of 




・全米教職専門基準委員会（National Board for Professional Teaching  
Standards: NBPTS）(8)の児童期初期か児童期中期の「新たな言語として 




a. 「カリフォルニアの教員のための教科試験（California Subject 






















で、CTEL 1は 1時間 45分の間に 50問の多肢選択問題と一つの小論文が、CTEL 2は 2
時間 45 分の間に 60 問の多肢選択問題と二つの小論文が、CTEL 3 は 1 時間 30 分の間に
40 問の多肢選択問題と一つの小論文が課される。志願者には年間 4 回、各 2 週間の受験
期間が提供されている。2019-20 年度は、2019年 8月 1日から 8月 14日、10月 31日か
ら 11月 13日、2020年 1月 30日から 2月 12日、4月 30日から 5月 13日の 4 回となっ
ている(9)。 
 CTEL 試験の内容は、以下のような 7 領域について、「CTEL の知識、技能、能力
（Knowledge, Skills, and Abilities（KSAs））に基づく 30項目から構成されている(10)。 
 
CTEL 1 言語と言語能力向上 
領域 1 言語構造と使用 
KSAs 001 音韻論と形態論 
     KSAs 002 統語論と意味論 
    KSAs 003 言語機能と言語の違い 
    KSAs 004 談話 
       KSAs 005 語用論 
領域 2 付加的な言語能力向上 
KSAs 006 言語習得の理論、方法、段階 
       KSAs 007 第二言語習得の理論、モデル、方法 
    KSAs 008 言語能力向上に影響を及ぼす認知的、言語的、身体的要因 
    KSAs 009 言語能力向上に影響を及ぼす情緒的要因 
    KSAs 010 言語能力向上に影響を及ぼす社会文化的、政治的要因 
 
CTEL 2 評価と教授 
領域 1 英語学習者の評価 
KSAs 001 スタンダードに基づく評価と教授の原則 
    KSAs 002 評価の役割、目的、類型 
    KSAs 003 言語と教科内容の評価 
領域 2 英語の読み書き能力の向上と教科教育の基礎 
KSAs 004 英語学習者のためのプログラムの基礎 
    KSAs 005 英語の読み書き能力の基礎 
       KSAs 006 ELDと SDAIEの教授計画と構成 
    KSAs 007 ELDと SDAIEにおける効果的な教育実践の構成要素 
    KSAs 008 ELDと SDAIEにおける効果的な手段の使用 
領域 3 ELDと教科教育の方法論 
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KSAs 009 ELD：方法論 
    KSAs 010 ELD：聞くことと話すこと 
    KSAs 011 ELD：読むことと書くこと 
    KSAs 012 SDAIE 
 
CTEL 3 文化と包摂 
領域 1 文化ならびに文化の多様性と学業成績との関係 
KSAs 001 文化の概念と視点 
    KSAs 002 文化接触 
    KSAs 003 カリフォルニア州と合衆国における文化の多様性 
    KSAs 004 異文化交流 
領域 2 文化的包摂に関する教授 
KSAs 005 教室と学校における文化の果たす役割 
    KSAs 006 文化的包摂の学習環境 
    KSAs 007 家庭と地域の関わり 
    KSAs 008 文化的包摂のカリキュラムと教授 
 
 カリフォルニアの公立学校の教員が英語学習者を教えるために求められている知識、技
能、能力を示す KSAs は、カリフォルニアのキンダーから 12 学年までの児童生徒の教科
内容のスタンダードとカリキュラム・フレームワーク（California Curriculum 
Frameworks）、カリフォルニアの公立学校における英語能力向上スタンダード（English-











































































Ⅳ CTEL 2の試験問題例 
 「評価と教授」を扱うCTEL2では、領域 1「英語学習者の評価」の多肢選択問題が 15
問、領域 2「英語の読み書き能力の向上と教科教育の基礎」の多肢選択問題が 25 問、領域



















B. 教科内容に基づくELD と SDAIEを提供する。 
C. ELDとコア・カリキュラムを学ぶ機会を提供する。 












































Ⅴ CTEL 3の試験問題例 
「文化と包摂」を扱うCTEL 3 では、領域 1「文化ならびに文化の多様性と学業成績と








































































































学園大学紀要』第 28号、令和 2年。 
(2) California Department of Education, ‘Facts about English Learners in California -CalEdFacts’, 
Data & Statistics, April 8, 2019, https://www.cde.ca.gov/ds/sd/cb/cefelfacts.asp, accessed August 20, 
2019. 
(3) California Commission on Teacher Credentialing, SB 2042 Multiple Subject and Single Subject 




ial+Program+Standards%2C%27, accessed August 20, 2019. 
(4) California Commission on Teacher Credentialing, Proposed Amendments to 5 California Code of 
Regulations Pertaining to English Learner and Bilingual Authorizations, March 2010, 
https://www.ctc.ca.gov/docs/default-source/commission/agendas/2010-03/2010-03-1h-
pdf.pdf?sfvrsn=0, accessed August 20, 2019. 
? 36 ?
(5) California Educator Credentialing Examinations, ‘English Learner and Bilingual Authorization 
Requirements’, California Teacher of English Learners (CTEL), 
https://www.ctcexams.nesinc.com/TestView.aspx?f=HTML_FRAG/CA_CTEL_TestPage.html, 
accessed August 20, 2019. 
(6) State of California Commission on Teacher Credentialing, Bilingual Authorizations, May 2017, 
https://www.ctc.ca.gov/docs/default-
source/leaflets/cl628b.pdf?sfvrsn=2#search=%27State+of+California+Commission+on+Teacher+
Credentialing%2C+Bilingual+Authorizations%27, accessed August 20, 2019. 
(7) CLAD資格とは、「異文化理解、言語能力、学力の向上を目指す教員資格（Crosscultural, Language 
and Academic Development（CLAD））」のことである。カリフォルニア州以外の州で教員資格を取
得し、英語学習者のために必要とされている教授資格を持たない者、ならびに、英語学習者への教授
資格が含まれる以前にライアン法（Ryan Act of 1970）の下でカリフォルニアの教員資格を取得した
教員を対象とし、プログラムを修了することで、ELDと SDAIE の教授資格を得ることができる。な
お、詳細は、末藤美津子「カリフォルニア州におけるバイリンガル教員の資格と養成」『東洋学園大学
紀要』第 28号、令和 2年、を参照のこと。 
(8) 全米教職専門基準委員会とは、1986 年のカーネギー財団の報告書『備えある国家―21 世紀の教員―




リフォルニア州におけるバイリンガル教員の資格と養成」『東洋学園大学紀要』第 28 号、令和 2 年、
を参照のこと。 
(9) (5)と同じ。 
(10) California Commission on Teacher Credentialing, ‘Section 2 CTEL Examination Knowledge, Skills, 
And Abilities (KSAs)’, California Teacher of English Learners (CTEL) Study Guide, 
https://www.ctcexams.nesinc.com/content/docs/CX_SGsection2.pdf, accessed August 20, 2019. 
(11) California Commission on Teacher Credentialing, ‘Section 3 Sample Test Questions for CTEL 1: 
Language and Language Development’, California Teacher of English Learners (CTEL) Study 
Guide, https://www.ctcexams.nesinc.com/content/docs/CX_SGsection3.pdf, accessed August 20, 
2019. 
(12) California Commission on Teacher Credentialing, ‘Section 4 Sample Test Questions for CTEL 2: 
Assessment and Instruction’, California Teacher of English Learners (CTEL) Study Guide, 
https://www.ctcexams.nesinc.com/content/docs/CX_SGsection4.pdf, accessed August 20, 2019. 
(13) California Commission on Teacher Credentialing, ‘Section 5 Sample Test Questions for CTEL 3: 
Culture and Inclusion’, California Teacher of English Learners (CTEL) Study Guide, 
? 37 ?
https://www.ctcexams.nesinc.com/content/docs/CX_SGsection5.pdf, accessed August 20, 2019. 
(14) 文部科学省『「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（平成 28 年度）」の結果につ
いて』、平成 29年 6月 13日、http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/06/1386753.htm, accessed , 
August 20,  2019. 
 
本稿は、平成 30～32 年度科学研究費助成事業（基盤研究（C）（一般））「『カリフォルニア多言語教育法』
の意義と課題」（研究代表者：末藤美津子、課題番号：18K02396）の成果の一部である。 
 
 
? 38 ?
